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【目的】 

在宅血液透析患者(HHD 郡)の栄養評価とフレイル診断を行い、施設血液透析患者(CHD 郡)と比較した。 

【方法】 

対象は 50 歳以上の HHD 郡 11 名、CHD 郡 11 名とした。本研究に同意が得られた HHD 郡 11 名に対し、CHD

郡はマッチング法（交絡因子となりそうな要因を一致させる）により選択した。 

栄養評価は BMI・GNRI と血液検査より Hb・Ht・CRP・Alb・T-cho・ChE を、フレイル診断は基本チェックリスト（25

点満点；8 点≦フレイル）を用いた。 

【結果】 

栄養状態は HHD 群において GNRI,Alb,Tcho,ChE が有意に高く、その他の項目は両群で差がなかった。フレイ

ル診断では、基本チェックリストの平均点数が HHD 群 1.9 点、CHD 群 5.4 点（P=0.0006）と CHD 群が有意に高

く、HHD 患者全員がフレイル状態ではなかったのに対し、CHD 患者のうち 2 名がフレイル状態であった。 

【考察】 

在宅血液透析患者は施設血液透析患者に比べ栄養状態がよく、フレイルのリスクがより低い傾向にある可能性

が示唆された。 

 

 

 

 


